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コベネフィットセミナー構成案 
廃棄物リサイクル分野における国内コベネフィットプロジェクトセミナー 
～地球温暖化対策に係る取組への経済的インセンティブの活用～ 

 
 
１． 開催日時 
場所 月日 時間 場所 
北九州 10月 21日 13：00～16：00 展示場（小倉駅前） 

（環境技術展エコテクノとの併催） 
東京 11月 5日 17：30～20：30 都庁内大会議室（共催の申請中） 
大阪 11月 16日 13：00～16：00 市関連施設（本町駅前市施設） 
  
２． セミナー構成案 
（１） 開会挨拶（５分） 
（２） 自治体の取組（２０～２５分） 
【発表案】 
◆ 温暖化対策に係る制度の紹介：温暖化対策条例、地球温暖化対策計画等 
◆ 最近の動向の紹介 
（３） コベネフィット・プロジェクトと J-VER 等の GHG 削減取組に係る経済
的インセンティブの紹介（環境省の取組）（２０分） 

【発表案】 
◆ 廃棄物分野の GHG排出実態の紹介 
廃棄物分野の GHG排出現状、削減ポテンシャル、課題等 
◆ コベネフィットプロジェクトの紹介 
コベネの概念・該当例 
◆ 排出量取引国内統合市場、JVETS、J-VER等 GHG削減に係る経済的イン
センティブの現状及び廃棄物業界との関係の解説 
各メカニズムの特徴、J-VER の確立済み/中の方法論、排出量取引制度へ参
加済みの廃棄物業者の取組紹介等 
 （１０分休憩） 
 
（４） 廃棄物業者による取組（１発表者あたり２０～２５分） 
【発表案】 
◆ 廃棄物分野における GHG削減取組の紹介 
食品ごみのバイオガス化・発電、高効率廃棄物発電、廃棄物施設における省

エネ等 
◆ 木チップ等代替燃料供給事業の紹介 
素材産業に供給することで GHG削減に貢献する取り組み紹介 
◆ GHG削減取組の経済的インセンティブ活用の見通し、課題、要望等 
 
→廃棄物業界も GHG削減に取り組むことが重要であること、クレジット化の
可能性があること、排出事業者に対するアピールとなること等の認識を醸成す

ることを目的とする 
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（５） メーカー等による取組（１発表者あたり２０～２５分） 
【発表案】 
◆ 排出事業者による GHG削減に係る取組の紹介 
◆ 廃棄物業者に対するメッセージ等 
 
→GHG 削減対策を進めるには廃棄物業界との連携が重要であること、処理先
選定時に処理・処分工程の GHG排出量可視化の有無、より温暖化対策の実施
状況等を評価基準とする等の動向を紹介（→廃棄物業者が GHG削減に取り組
む機運を高めることを目的に） 
 
（６） クレジット化（J-VER化）の可能性がある事例と取組支援制度の紹介等
（コンサルタントより２０～２５分） 

【発表案】発表者の候補：有識者又はコンサルタント 
◆ 廃棄物・リサイクル分野におけるクレジット化の可能性がある取組例の紹

介 
廃棄物分野で J-VER の可能性がある取組のモデルケースの紹介（別途整理
中の取組のうち、２～３例を紹介。可能であれば、具体的にどのくらいの収益

になるのかも解説） 
◆ J-VER創出の補助制度、廃棄物分野における温暖化対策支援制度の紹介 

J-VER 創出モデル事業、廃棄物施設における温暖化対策事業等の紹介（制
度概要、適用事例、今後の予定等） 
◆ J-VER創出を検討する際のポイント等 
上記（２）では、適格性要件、モニタリング可否等について解説。ここでは

廃棄物分野の特色を考慮し、BL 設定の考え方等ポイントを解説。また、排出
事業者、廃棄物業者、ユーザーが一体となって J-VER 申請する可能性やゼネ
コン、メーカー、小売店等が J-VER により得られたクレジットを廃棄物業界
から購入することで GHG 削減取組のアピールが可能となること、自治体の
GHG削減取組を J-VER化し市民の３R取組に活用する可能性について講評。 

 
（７） 質疑応答（２０分を目安。発表者の確定を受けて時間を調整する） 
（８） 閉会挨拶（５分） 
 （残り時間は場外での相談の実施又はアンケート用紙への記入を予定） 
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 本日はセミナーへご出席いただきましてありがとうございました。私共の今後の取組

の参考とさせていただきますのでご記入をお願いいたします。 
■本日の発表でいちばん興味深かったり役に立ったのはどの発表ですか？ 
□発表１  □発表２ □発表３ □発表４ 
↓ 
その理由： 
（                                     ） 
 
 
■試行的排出量取引制度への参加に興味がありますか？参加に際して質問はありますか？ 
□あり 
（質問等：                                ） 
 
□特になし 
■貴社、貴団体等の取り組みで J-VER化を検討したいものはありますか？ 
□あり（検討したい取組の内容：                        ） 
（質問等：                                ） 
 
□特になし 
■J-VER制度について、詳しく知りたいことがありますか（方法論や支援策等）？ 
□あり 
（質問等：                                ） 
 
□特になし 
■その他（質問・要望等ご自由に） 
 
 
 
 
お答えいただいたご質問内容やお知りになりたい内容について当方からの回答および連

絡を希望されますか。 
           □希望する     □希望しない 
「希望する」とお答えいただいた方は以下の内容をご記入ください。 
ご所属  
お名前  
御連絡先 電話（          ）メール（       ＠      ） 

 
皆様からいただいた貴社、貴団体等の取り組内容等は本事業（廃棄物・リサイクル分野における

国内コベネフィットプロジェクトの創出に関する調査業務）の参考資料として使用し他の目的で

は利用いたしません。また、回答および連絡を希望される際に記入いただく個人情報につきまし

ては、お答えいただいた内容に関するご本人への問い合わせのみに使用し他の目的のために利用

することはございません。当社の個人情報に関する取り扱いは当社ホームページをご覧ください。

http://www.exri.co.jp/japanese/privacy/ 
アンケート調査管理担当：株式会社エックス都市研究所 菊原 

廃棄物リサイクル分野における国内コベネフィットプロジェクトセミナー

＜アンケート＞ 


